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論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
 本研究の目的は、中国本土の現代中等地理教育の動向について、教育課程、学習内容、指導法
を中心に、ESD（Education for Sustainable Development＝持続可能な開発のための教育）お
よび GIS（Geographic Information System＝地理情報システム）教育の視点で分析・検討する
ことを目的とする。  
 序章「研究の目的と方法」では、研究の目的、背景および意義、研究の視点として ESD と
GIS 教育の捉え方を示し、中国の地理教育に関する先行研究の動向、中国国内での地理教育に
関する先行研究の順に整理した。  





















 第Ⅲ章「中国の中学校地理教科書における ESD の扱い」では、現行の「義務教育地理課程標

































られ、GIS 教育に関する学習内容をわかりやすく示していることである。  
 終章「結論」では、本研究の成果と今後の課題を挙げた。 
 本論文は、中国の中等地理教育の「義務教育地理課程標準(2011 年)」と「高校地理課程標準













論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
Ⅰ 論文の概要 
  本研究は，中国の現代中等地理教育の動向について，教育課程，学習内容，指導法を中心に， 




 序章「研究の目的と方法」では，研究の目的，背景および意義，研究の視点として ESD と GIS
教育の捉え方を示し，中国の地理教育に関する先行研究の動向，中国の地理教育に関する日本の
研究動向，中国国内での地理教育に関する先行研究の順に整理した。中国の地理教育における
ESD と GIS 教育が，1990 年代以降教育計画に組み込まれ，日本より早い段階で地理教育の課程で
取り組まれていたことを明らかにした。中国における ESD は，国連の動向の影響を受け，国家発
展の基本戦略のひとつに定められた｡1992 年 6 月に中国政府が国連の『アジェンダ 21』を採択し
ているが，地理学以外の分野が持続可能な発展に関わる枠組みを引き受けにくかったため，ESD
は地理教育で取り扱われた。また 90 年代には中国の高校では，地理の必修科目と選択科目が設


















 第Ⅱ部「ESD についての取り扱い」では中国の中学校と高等学校の地理における ESD について
の取り扱いを分析した。 
 第Ⅲ章「中国の中学校地理教科書における ESD の扱い」では，現行の義務教育地理課程標準






3点目は，中国で ESD を必要とする必然性が強調されている点である。 













 第Ⅲ部「GIS 教育についての取り扱い」では，中国の中学校と高等学校の地理における GIS 教
育についての取り扱いを分析した。 
 第Ⅴ章「中国の中学校地理教科書における GIS 教育の扱い」では，現行の義務教育地理課程標












































とされてこなかった GIS 教育や ESD については今後に向けて多くの課題を抱える。 
 本研究においては中国の動向だけでなく日本の地理教育への示唆に対してまで考察を加えよ







ESD と GIS 教育の観点から日本で学位論文を提出するのか，中国で目指されている ESD と日本で
目指されている ESD は同じなのか，そして本研究の中心的な視点である ESD と GIS 教育の関係性
が論文全体を通して不鮮明で，意義づけが弱い，という指摘もされた。 
 さらに，中国の教育制度の推移には言及してはいるが，中国の GIS 教育の分析・検討の結果を
日本の教材開発の参考とするためには中国当局の国家的・社会的統制（＝国家の意図やフィルタ
ー）をどう解釈し，国家の意図がどう働いているかを踏まえ，中国の動向がどのように解釈され
るのか，日本との比較でどのように分析するのか，教育学研究者が着目している現在の中国の教
育思想・哲学も踏まえた論述が論文全体から感じられるような研究が望まれる。 
（２）本研究の「指導法についての研究」という目的を達成するためには，教科書や教師用指導
書の分析・考察の精緻化が必要であるが，「単なる紹介」もしくは「日本語への翻訳」のレベル
であると判断せざるを得ない，という厳しい指摘もあった。また，教科書の「活動コラム」の中
でアクティビティーが設けられているが実際の教師の対応はどうなのか，GIS 教育の前提として
の中国のデジタル環境の整備の状況といった実際の状況を踏まえる必要がある。 
 
４．結論 
 以上の評価を踏まえて，審査委員は全員一致で，本論文が博士（教育学）を授与するに充分値
するものと認められるとの結論に達した。 
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付記 
 本論文では，全国学会（日本地理教育学会）の研究誌に掲載された学位申請者の査読論文２編
及び日本女子大学人間社会研究科紀要の査読論文１編，計３編の査読論文が用いられている。 
 
 
